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研究ノート
物権の図解・債権の図解
中　山　秀　登
1 　はじめに
2 　物権の図解―物権は，人の間に物がある―
3 　債権の図解―債権は，人の間に給付あり―
１ 　はじめに
筆者は，「民法の流れ図」という題で，流経法学に，連載している。「民
法の流れ図」が，料理でいうフルコースとすれば，本稿は，前菜，オード
ブルである。民法の根幹の権利である，物権と債権を，大づかみに理解す
ることが，本稿の目的の一つである。本稿の，もう一つの目的は，目次の
副題を理解すること，である。詳細は，本稿の以下の叙述によって，理解
してほしい。はじめに，「民法の流れ図」と，ほぼ同じ凡例を，掲げる。
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凡例
　 ＝ 人
　 ＝ 権利・義務の客体
　　は，権利があることを表す。たとえば，債権。
　　は，義務があることを表す。たとえば，債務。
　　は，所有権があることを表す。所有権は，たとえて言うと，
綱である。
　　は，制限物権の設定を表す。所有権の綱から，制限物権とい
う一本の糸が取り出されている状態を表す。
　　は，占有権があることを表す。
　　は，「売る」，「買う」などの意思表示などを表す。
物権の図解・債権の図解
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2 　物権の図解―物権は，人の間に物がある―
　民法の第 2 編「物権」のなかに，具体的な名称を付けられた物権が，あ
る。以下，各種の物権を図解する。ちなみに，本稿の副題は，正確に言
うと，「物権は，人と人との間に有体・無体の物がある」である。ただ，
七五調にするために，副題のような表現にした。本稿では，〔　　　〕の
なかに，コメントを付した。
所有権 　民法206条以下。　　　 占有権 　民法180条以下。
Ａ
Ｂ
物の返還
Ｂ
所有権物
×
〔ＡとＢとの間に物がある〕
占有権
所有権
ＢがＡへ
物を返還
した。
義務
権利占有権
盗んだ。
Ａ
Ｂ
Ａ
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地上権 　民法265条以下。
参考として，賃借権（債権）を図解する。
地上権
「アンテナを立て
たい。地上権を
設定して。」
地上権設定契約 〔ＡとＢとの間に土地がある〕
「はい」 　所有権（Ａの）
―地上権（Ｂの）
アンテナ
Ａ
Ｂ
所有権
土地
Ｂ
Ａ
使用
収益
アンテナ
債務
債権
（賃借権）
Ａ
Ｂ
「アンテナを立て
たい。土地を
賃貸借して。」
賃貸借契約
民法 601 条以下。
土地にたいする
Ａの所有権は変わらない。
〔参考。ＡとＢとの間に給付（使用・収益）がある〕
「はい」
土地
Ｂ
Ａ
物権の図解・債権の図解
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永小作権 　民法270条以下。
地役権 民法280条以下
永小作権
「耕作または牧畜を
したい。永小作権
を設定して。」
永小作権設定契約 〔ＡとＢとの間に土地がある〕
「はい」 　所有権（Ａの）
―永小作権（Ｂの）
Ａ
Ｂ
所有権
土地
Ｂ
Ａ
「あなた（Ａ）
の土地を通行
したい。地役権
を設定して。」
「はい」
道
（遠回り）
地役権設定契約
〔ＡとＢとの間に，土地（承役地）がある〕
公道
要役地 承役地
通路
Ｂ Ａ
地役権
　所有権（Ａの）
―地上権（Ｂの）
公道
Ｂ Ａ
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留置権 　民法295条以下。
ＢＢ
時計の
修理
修理代金
の支払い
Ａ
請負契約
民法 632 条
時計
占有権
債務
債務債権
債権
所有権
　所有権（Ｂの）
―留置権（Ａの）
占有権
所有権
所有権
Ａは債務を
履行した。
すなわち
時計を修理
した。
Ｂは債務を
履行した。
すなわち
修理代金を
支払った。
ＡはＢへ
時計を
返還した。
「時計を
修理して」
「はい」
時計
Ａ
Ｂ
占有権
時計
Ｂ
修理代金
の支払い
Ａ Ａ
留置権
〔ＡとＢとの間に物（時計）がある〕
時計
占有権
債務
債権
物権の図解・債権の図解
79
先取特権 　民法303条以下。
ＢＢ
労働に
従事
報酬を
与えること
Ａ
就職希望者 労働者
債務
債務債権
債権
Ｂが破産。
Ａが報酬を
受け取って
いない。
「はい」
雇用契約
民法
623 条
所有権（Ｂの）
―先取特権（Ａの）
「雇って」
会社 使用者
Ａ
総財産
たとえば，
新品の服。
先取特権
民法 306 条
〔ＡとＢとの間に物（新品の服）がある〕
Ｂ
報酬を
与えること
Ａ
債務
債権
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質権 　民法342条以下。
ＢＢ
金銭の
返還
Ａ
金銭消費貸借契約（民法 587 条）
質権設定契約
質権
〔ＡとＢとの間に物（ハンドバッグ）がある〕
占有権
ＢがＡへ
ハンドバッグを
引き渡した。
債務
債権
　所有権（Ｂの）
―質権（Ａの）
占有権
所有権
ＢがＡへ，
金銭を返還した。
ＡがＢへ，
ハンドバッグを
返還した。
「ハンドバッグを
質に入れる。
金銭を貸して。」
「はい」
ハンドバッグ
Ａ
Ｂ
Ａ
物権の図解・債権の図解
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権利質 　民法362条以下。
ＢＣ ＣＢ
10 万円
の返還
給付
Ａ
金銭消費貸借契約（民法 587 条）
権利質設定契約
民法 366 条 1 項
権利質
所有権
給付
民法 362 条
債権
（権利質
を設定
された）
債務
債務 債務
債権
債権
Ｂが
債務不履行。
「Ｃにたいする
債権を質に入れる。
10 万円を貸して。」
（例）10 万円
　　 返すこと。
「はい」
ＢがＡから，
10 万円を
受け取った。
ＣがＡへ
弁済。
Ａ
Ｃ
10 万円
の返還
Ａ
債務
債権
Ｃ
10 万円Ａ
〔ＡとＢとの間に物（給付という無体物）がある。
このばあいの給付は，Ｂに 10 万円を返すことと
いう，債務者Ｃの行為。〕
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抵当権 　民法369条以下。
Ｂ
金銭の
返還
金銭消費貸借契約（民法 587 条）
抵当権設定契約
以上，二つ合わせた契約が，
住宅ローン。
〔ＡとＢとの間に物（建物）がある〕
債務
債権 抵当権
所有権
ＢがＡへ，
金銭を
返還した。
「私（Ｂ）の
建物を抵当に
いれる。
金銭を貸して。」
「はい」
建物
銀行Ａ
Ｂ
Ａ
所有権
Ｂ
　所有権（Ｂの）
―抵当権（Ａの）
Ａ
物権の図解・債権の図解
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根抵当 　民法398条の 2 以下。山川一陽ほか・口語民法を参照した。
Ｂ
損害賠償
Ａに健康被害が生じている。
すなわち，Ａの身体権の侵害。
〔ＡとＢとの間に物（工場）がある〕
債務
債権 根抵当権
所有権
不法行為
（汚水を流し
ている）
「はい」
「根抵当権を
設定して」
工場
工場主
工場付近の住民
権利
身体
×
Ａ
Ｂ
　所有権（Ｂの）
―根抵当権（Ａの）
Ａ
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3 　債権の図解―債権は，人の間に給付あり―
民法の第 3 編，債権のなかで，第 2 章・契約，第 3 章・事務管理，第 4
章・不当利得，第 5 章・不法行為は，債権の発生諸原因である。本稿では，
以上の，各種の，債権の発生諸原因，および，債務関係，債務関係の終
了を図解する。副題の意味は，正確に言うと，「債権は，人と人との間に，
当事者双方から生じた給付がある。」である。〔　　　〕のなかに，コメン
トを付した。
以下，野球の試合で，たとえてみる。契約の成立は「試合開始」，債務
関係は「途中経過」，債務の履行は「試合終了」である。
　　　　　　　　　　債権は，ココにある。
　　　　　　　　　　　　　 ↓
民法　　契約の成立　⇒　債務関係　⇒　債務の履行
野球　　試合開始　　⇒　途中経過　⇒　試合終了
図解の概略を示す。Ａ，Ｂは，人である。
給付
債務
債務者
債権者
債務関係
債権
＝債務者の行為
（例）Ｂが売主のばあいの
　　「目的物の引渡し」
Ｂ
Ａ
Ｂ
物
客体
所有権
主体
占有権
占有者かつ所有者
物権の図解・債権の図解
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以下， 内は，債権の発生原因である。
贈与契約 　民法549条以下。
Ａ
Ｂ
目的物の
引渡し
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
占有権
占有権
目的物
贈与者
　　所有権
民法 176 条による。
Ｂが債務を履行。
すなわち，
目的物を
引き渡した。
債務
債権
受贈者
「目的物を無償で与える」
「はい」
所有権
Ａ
Ｂ
Ａ
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売買契約 　民法555条以下。
Ａ
Ｂ Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
占有権
占有権
目的物
売主
所有権
民法 176 条による。
判例・通説。
Ａ，Ｂが
債務を履行。
目的物
代金
買主
「売る」
「買う」
所有権
Ａ
Ｂ
Ａ
目的物の
引渡し
代金の
支払い
債権
債権債務
債務
物権の図解・債権の図解
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交換契約 　民法586条。
たとえば，Ａがアという時計の占有権，所有権をもっていて，Ｂがイと
いう時計の占有権，所有権をもっているとする。ＡとＢが，自己の時計と
相手方の時計を交換する契約をしたばあい。
Ａ
Ｂ Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
占有権
占有権
占有権
時計
イ
ア ア
イ
ア
イ
所有権
所有権
Ａ，Ｂが
債務を履行。
「はい」
「交換しよう」
所有権
Ａ
時計
Ｂ
Ａ
アの　
引渡し
イの
引渡し
債務
債務債権
債権
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消費貸借契約 　民法587条以下。
Ａ
Ｂ
金銭の
返還
Ｂ金銭
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
占有権
金銭
金銭
借主
Ｂが債務を履行。
すなわち，
ＢがＡへ金銭を
返還した。
債務
債権
貸主
「金銭を貸して」
Ｂは，金銭を消費してよい。
ＢがＡから金銭を
受取ることにより
契約は成立。
すなわち，
要物契約。
「はい」
所有権
Ａ
占有権
所有権
Ｂ
Ａ
物権の図解・債権の図解
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使用貸借契約 　民法593条以下。
たとえば，本を図書館から借りる契約。
Ａ
Ｂ Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
占有権
占有権
本 図書館
ＢがＡから本を
受取ることに
より成立。
すなわち，
要物契約。
借主本
所有権
Ｂが債務を履行。
すなわち，Ｂが
Ａへ本を返還した。
本
貸主
「本を貸して」
「はい」
所有権
Ａ
Ｂ
Ａ
本の
返還
債務
債権
90
流経法学　第15巻 第 2 号
賃貸借契約 　民法601条以下。
雇用契約 　民法623条以下。
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
「はい」
「建物を
貸して」
Ａ
Ｂ
Ａ
占有権
建物
所有権
賃貸人
代理占有
（間接占有）
所有権
使用
収益
賃料の
支払い
債権
（賃借権）
債権
債務
債務 自己占有
（直接占有）
賃借人
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
「はい」
「雇って」
Ａ
Ｂ
Ａ
会社
就職希望者
使用者
労働に従事
すること
報酬を
与えること
債務
債務債権
債権
労働者
物権の図解・債権の図解
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請負契約
　民法632条以下。たとえば，建築業者に，建物を建ててもら
う契約。
委任契約
　民法643条以下。たとえば，Ａに代わって，Ｂが車を買う
ことを，ＡがＢに委託する契約。
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
「はい」
「建物を建てて」
Ａ
Ｂ
Ａ
請負人
仕事の
完成
報酬の
支払い
債権
債権債務
債務
注文者
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
「はい」
「私（Ａ）の代わり
に，法律行為を
して。」
Ａ
Ｂ
Ａ
受任者
法律行為を
すること
債権
債務
委任者
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寄託契約
　民法657条以下。たとば，ホテルのフロント係に，カバンを
預ける契約。
Ａ
Ｂ Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
占有権
占有権
物
ＢがＡから，
物を受け取る
ことにより成立。
すなわち，
要物契約。
受寄者
所有権
ＢがＡへ
物を返還した。
寄託者
「はい」
ホテル
「物を預かって」
所有権
Ａ
Ｂ
Ａ
物の
保管
債務
債権
物権の図解・債権の図解
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組合契約
　民法667条以下。たとえば，Ａ，Ｂが，塾の経営をする契約を
むすんだばあい。
終身定期金契約 　民法689条以下。
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
「塾の経営をしよう。
私（Ｂ）は，講師を
する。」
「はい。私（Ａ）は，
塾の教室の家賃を
支払う。」 Ａ
Ｂ
Ａ
労務の
出資
金銭の
出資
債権
債権債務
債務
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
「はい」
「終身定期金
が，ほしい。」
Ａ
Ｂ
Ａ
定期に金銭
などを給付
債権
債務
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和解契約
　民法695条以下。たとえば，ＡとＢが，隣地同士で，長い間，
境界線の争いがあった。そこで，争いをやめる契約をするば
あい。山川一陽ほか・口語民法を参照した。
争いの例。隣地の境界線の争い。
Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
「はい」
「争いを
やめたい。」
Ａ
Ｂ
Ａ
争いを
やめること
債務債権
債権債務
（Ｂ主張の
境界線）
（Ａ主張の
境界線）
所有権 所有権
Ａ，Ｂが和解。
Ａ，Ｂの主張の
中間を境界線
とした。
Ａ Ｂ Ａ Ｂ
物権の図解・債権の図解
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事務管理 　民法697条以下。
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
民法 702 条による。
犬は，Ａへ
帰った。
事務の
管理
債務
債権
占有権
所有権
Ａ
Ｂ
占有権
所有権
Ａの飼い犬が迷って，
Ｂが飼った。
犬
Ａ
Ｂ
有益費
の償還
有益費は
エサ代など。
債権
債務
Ａ 犬
Ｂ
犬
（犬を飼う
こと）
96
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不当利得 　民法703条以下。山川一陽ほか・口語民法を参照した。
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付がある〕
Ｂが，コイを
Ａへ返還した。
コイの返還
債務
債権
占有権
所有権
Ａ
Ｂ
占有権
池
池
所有権
大雨で，Ａの池のコイが，
Ｂの池へ流れてきた。
コイ
Ａ
Ｂ
コイＡ
Ｂ
物権の図解・債権の図解
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不法行為 　民法709条以下。
Ａ
Ｂ Ｂ
〔債務関係。ＡとＢとの間に給付（損害賠償）がある〕
×
へい
Ｂが，故意または過失
によって，Ａの「へい」の
所有権を侵害した。
損害は，「へい」
の修理代金など。
不法行為
所有権
Ａ
損害賠償
債務
債権
へい
所有権
